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充実のモーション
作成機能

RobovieMakerはロボットのモーショ
ンを作成するためのソフトウェアです。
RobovieMaker のモーションの構造は、
ロボットのポーズ（姿勢）を複数並べて、
制御マイコンで中間の動作を補間する形式
になっています。
画面1はRobovieMakerの実行画面で
す。画面左側に並んだスライダを動かすこ
とでサーボモータ1つを動かし、ロボッ
トのポーズを作成します。画面右側には左
側で作成したポーズが複数並び、ここで各
ポーズの実行順序や遷移時間を設定して
モーションを組み立てます。
この形式は、ほかのロボットのモーション
作成ソフトウェアなどでも使われている王道
的な方法ですが、RobovieMakerにはモー
ション作成を助ける強力な機能が備わって
います。主な機能を以下に紹介します。

ポーズの半身コピー／鏡像反転：左右の半
身のポーズを互いにコピーする機能を備え
ているので、左右対称のポーズを一括して
作成できます。また、ポーズの左右鏡像反
転機能も備えています。これにより、いち
いち左右の関節の値を見比べて手動で合わ
せる必要はありません。
複数関節の同時操作：任意の関節を複数選
択してマウスのホイールを操作すること
で、それらを同時に動かせます。たとえば
屈伸のポーズ作成の際に、「関係するすべ
ての関節を同時に少しずつ曲げてポーズを
調整する」ということが可能です。
遷移時間の一括変換：モーション全体の遷
移時間（再生速度）を、任意の割合で一括
変換できます。

これらの機能により、バランスのとれた
美しいポーズや、1つのモーションに対す
るバリエーション（左右反転させる、速度
を変更する）などが簡単に作成できます。

モーションに同期した
音声再生

VS-RC003で再生する音声データは、
wave形式の音声ファイルをそのまま使

用します。RobovieMakerより使用する
音声ファイルを選択してVS-RC003の
ROMに書き込みを行い（画面2）、書き込
んだ音声データはモーションに同期して再
生できます。
実際の音声の出力は、基板上の出力ピン
にスピーカを接続するだけです（写真 1）。
VS-RC003はアンプを内蔵しているの
で、スピーカを基板に配線するだけですぐ
に音が出るようになります。また、生の音
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画面 2 写真 1

画面 1　RobovieMaker実行画面

スライダを動かすと
対応する関節も動く

拡張機能や音声の
設定も同様に行う

複数のポーズの実行順や遷移時間
を設定し、モーションを組み立てる

CPUとの通信中には現在の電圧
などがリアルタイムで監視できる

USB
接続 音声出力 VS-RC003

前回のハードウェア編に引き続き、ロボット用小型 CPUボード
「VS-RC003」および付属ソフトウェア「RobovieMaker for VS-
RC003」（以下、「RobovieMaker」と記述）の魅力を紹介します。
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